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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月30日(2009.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器において実装された方法であって、
　媒体に依存しないハンドオーバ（ＭＩＨ）ポイント・オブ・サービス（ＰｏＳ）へのリ
ンクをＯＡＭ（Operation, Administration and maintenance）ピアとして確立するステ
ップと、
　ＯＡＭプロトコルを使用することによって、前記ＭＩＨ　ＰｏＳへの前記リンクのリン
ク状態を監視するステップと、
　前記リンク状態の変化の検出に応じて、前記リンク状態を示すＯＡＭトリガをＭＩＨイ
ベントにマッピングするステップと、
　前記ＭＩＨイベントを上位レイヤに報告するステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＯＡＭプロトコルはＩＥＥＥ　８０２．３ａｈであることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、ＭＩＨリンク・アップ・イベントにマッ
ピングされることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　８０２．３ａｈリンク障害イベントが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウ
ン・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇであることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　リンク状態の変化が検出されたことを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリン
ク・アップ・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項６に記載の方法。
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【請求項８】
　ＭＥＰ（management end point）が１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶しているこ
とを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われた可能性があ
る接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇオブジェクトに基づいて生成され
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器であって、
　　ＵＥと、媒体に依存しないハンドオーバ（ＭＩＨ）ポイント・オブ・サービス（Ｐｏ
Ｓ）と、の間のリンクを、ＯＡＭ（Operation, Administration and maintenance）ピア
として確立し、
　　ＯＡＭプロトコルを使用して前記ＭＩＨ　ＰｏＳへの前記リンクのリンク状態を監視
し、
　　前記リンク状態の検出された変化を示すＯＡＭトリガを送る、
　ように構成される下位レイヤ・エンティティと、
　前記ＯＡＭトリガをＭＩＨイベントにマッピングするように構成され、かつ前記ＭＩＨ
イベントを上位レイヤに報告するように構成される、ＭＩＨエンティティと
を備えることを特徴とするユーザ機器。
【請求項１３】
　前記ＯＡＭプロトコルはＩＥＥＥ　８０２．３ａｈであることを特徴とする請求項１２
に記載のユーザ機器。
【請求項１４】
　８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、ＭＩＨリンク・アップ・イベントにマッ
ピングされることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　８０２．３ａｈリンク障害イベントが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１６】
　８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウ
ン・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１７】
　前記ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇであることを特徴とする請求項１
２に記載のユーザ機器。
【請求項１８】
　リンク状態の変化が検出されたことを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリン
ク・アップ・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機
器。
【請求項１９】
　ＭＥＰ（management end point）が１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶しているこ
とを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機器。
【請求項２０】



(3) JP 2009-516428 A5 2009.12.17

　ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われた可能性があ
る接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇオブジェクトに基づいて生成され
ることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機器。
【請求項２１】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１２に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１２に記載のユーザ機器。
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